
環境制御施設を活用した

トマト生産への挑戦

令和4年12月10日

（株）いわて若江農園

代表取締役 若江俊英

実践総合農学会秋季大会シンポジウム
～スマート農業が切り開く未来の日本農業の姿と担い手～
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岩手県盛岡市
岩手県の県庁所在地

人口：30万人

北上盆地：内陸性気候

本州一寒い県庁所在地

農産物：きゅうり、トマト、ミニトマト、

ネギ、りんご
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経営概要

社名 株式会社いわて若江農園

設立 2015年1月 創業（2009年1月）

経営者 若江 俊英（50歳）

所在地 岩手県盛岡市

主要事業 トマトとその加工品の生産・販売

施設面積 63ａ（大玉37ａ、ミニ22ａ、中玉4ａ）

人員 専従役員2名（自分、嫁） 社員3名 パート14名

3



4



5



会社員時代 自動車メーカーの生産技術部門に配属
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１．経歴（自己紹介）

1972年 岩手県盛岡市生まれ（非農家）

1997年 自動車製造メーカーにてエンジニアとして勤務

2007年 退職し、山梨県の農業生産法人にて研修

2008年 盛岡市の農家にて研修

2009年 盛岡市にて独立就農（トマトの栽培開始20a）

～2014年 家族経営農家

2014年 規模拡大と雇用を開始

2016年 農業生産法人へ移行

2016年 統合環境制御装置の導入

2018-19年作 大玉トマト40.6ｔ/反 達成

7



本日の内容
1. 経歴（自己紹介）

2. 新規参入からの歩み

3. 取り組みの紹介

3.1 統合環境制御装置を活用した栽培管理

3.2 作業管理システムの構築

3.3 生産性のカイゼン

3.4 勉強会の実践

4. 今後の取り組み
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２．新規参入からの歩み

１）就農の経緯（地に足の着いた生活、自己裁量、自然への憧れ）

2009年 離農農家からパイプハウス20a付き農地を譲渡される形で営農開始

経営目標 ： 普通の農家になりたい
（家族労働、自己裁量で家族を養えればいいな）

結果 ： やりたい仕事をして、食べていけた

けど、休みは？時給は？ 9



・好きな仕事なら、儲からなくてもよいのか？

・他産業並みの所得労働環境水準、

次期担い手のモデルへ

・組織力の必要性（規模、技術管理継承）

（家族経営→企業経営、作業者から経営者へ、

勘コツ・職人技から脱却）

２．新規参入からの歩み

２）就農後の意識の変化

規 模 感 を も っ て 組 織 的 な 農 業 を し よ う

他産業に負けない誇れる農業経営体を目指そう

新たな経営目標
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× 夏秋拡大 ＜＜ ◎ 夏秋＋越冬長期取り

仕事量、出荷量の平準化（周年化）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

△
①無加温

夏秋栽培 定植 収穫

△ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
定植 収穫

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ △
収穫 定植 収穫

■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■

③冬春長期③冬春長期 ①夏秋

②加温

夏秋長期

③加温

越冬長期

２．新規参入からの歩み

３）規模拡大（周年栽培）へ
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①2009年 ： 雨よけハウス 夏秋 20ａ（中古修繕）

②2014年 ： 鉄骨ハウス 越冬 10ａ（遊休施設修繕）

（隔離土耕、換気、カーテン、炭酸ガス、加温機、ハウス内環境計測器）

2. 新規参入からの歩み
〇設備概要

計数管理へ

勘コツの世界
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----------------- 法人設立 ----------------------------

2016年 ： 雨よけハウス 夏秋 10ａ（新設）

2016年 ： 鉄骨ハウス 越冬 20ａ（新設）

（ＲＷ、ハイワイヤー、換気、カーテン、炭酸ガス、加温機、統合環境制御）

2019年 ： 鉄骨ハウス 越冬 20ａ（新設）

（ＲＷ、ハイワイヤー、換気、カーテン、炭酸ガス、加温機、統合環境制御）

2. 新規参入からの歩み

〇設備概要

作業性向上
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天窓 暖房 カーテン 炭酸ガス 潅水

温度
センサ

温度
センサ

温度
センサ

CO2
センサ

日射
センサ

単独自動設備での構成

統合環境制御装置（PC)

センサボックス

統合環境制御装置での構成

天窓 暖房 カーテン 炭酸ガス 潅水

統合環境制御の構成
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3.1 統合環境制御装置を活用した栽培管理

統合環境制御装置（PC)

センサボックス

≒気温
湿度
・・・

環境
目標データ 設備データ

暖房
天窓
・・・

気温
湿度
・・・

環境
実測データ

管理の結果 外気象、設備制約

茎径
開花位置
・・・

植物体
草姿データ

目標設定

天窓 暖房 カーテン 炭酸ガス 潅水

統合環境制御装置（PC)
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①生育調査・環境計測の実践 ②栽培週間レポート（結果の考察と対応）

④管理の修正（設定） ③生育会議

3.1 統合環境制御装置を活用した栽培管理

栽培管理のPDCAをまわし栽培技術向上
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3.2 作業管理システムの構築
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〇作業記録と労務管理（手書きノート 1人/冊）
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〇作業記録と労務管理のカイゼン（手書き、定型フォーマット）

3.2 作業管理システムの構築



〇管理作業の作業記録
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9/19,20

9/20

9/20

3.2 作業管理システムの構築



〇管理作業の一括表示版（ベニヤに貼付け）

誘引 つる下げ わき芽取り

圃場A

圃場B

圃場C
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3.2 作業管理システムの構築



〇作業指示の見える化
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3.2 作業管理システムの構築



A棟：誘引進捗管理表 〇〇さん：勤怠管理

＆

・紙は限界（データ再利用ができない）
・進捗管理が弱い
・作業別時間の把握が難しい
・ほしい数字にたどり着けない

課題：
挫折

デジタルデータに基づいた管理の模索22

〇管理担当者フロー（中長期計画）

・生産性の把握
・生産性の向上（カイゼン）
・負荷（人員）計画
・労働時間管理
・設備投資計画
・評価

目的

3.2 作業管理システムの構築



個人作業記録
作業種別工数

勤怠
作業進捗
ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ

スマホ、タブレット、ＰＣ

労務
データ

作業進捗の
見える化

個人別ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ
の把握

勤怠管理から
の給与計算

カイゼン計画
の立案

利益計画
の立案

作業計画
の立案

3.2 作業管理システムの構築
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リアルタイム・一目瞭然
24

〇作業進捗情報一括表示版

ゴールのイメージ

3.2 作業管理システムの構築



〇作業進捗情報工程別詳細表示版

ベ
ッ
ド
（レ
ー
ン
）名

主たる作業
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3.2 作業管理システムの構築



〇作業進捗のデータ化（作業記録アプリの導入）

３
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3.2 作業管理システムの構築



〇作業指示のデータ化
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3.2 作業管理システムの構築



①当日の作業確認

作業指示：

Aさん：中棟B区葉欠き

〇作業者フロー

作業者：A

圃場：中棟B

ベッド：3

作業：下葉欠き

②詳細状況確認

③作業登録
④作業の反映（日付と状態表示の更新）
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3.2 作業管理システムの構築



〇管理者者フロー

管理作業の進捗確認 翌日の作業指示
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①短期作業計画立案

3.2 作業管理システムの構築



〇管理作業速度の見える化

：速い ：やや遅い ：遅い
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3.3 生産性のカイゼン



〇管理作業速度の見える化

作業内容詳細、手順とコツを共有し、
作業品質と時間品質を一定の範囲に担保

標準作業時間（作業手順書）の設定

マニュアル

＋
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3.3 生産性のカイゼン



〇作業速度の活用とフィードバック

1.ランキング表にして開示、社内共有

3.異変、困り事への対応

・作業現場の調査と作業手順書との突合せ

・作業指導または手順書カイゼン

・作業分担の見直し

1.ランキング表にして開示、社内共有

2.外れ値（異変、困り事）の把握

・作業遅れ（間隔が空いてしまった）

・関連作業の作業品質不良

・体力的問題

・作業手順書の理解不足

・不適切な作業手順書
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3.3 生産性のカイゼン



人事制度の構築

3.人事考課（能力、成績）

4.賃金体系

5.教育訓練

・・・

1.職務調査の実施

・仕事内容、難易度、経験…

2.職位と仕事の割り付け

・求められる能力、経験の層別

・統率？管理？定型？補助？

・目標設定と評価、やりがいの構築

・対価の獲得
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〇朝勉（社員・研修生自主勉強会）

3.4 勉強会の取り組み
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・問題の抽出、観察と評価による生産性向上

・効率的かつ生産性の高い作業手順書の品質向上

（ムダなく、楽に、そして速く進む）

・作業品質の確認も不可欠（生産性は速さと品質による。意識の醸成）

・各人の成果と人事制度とのリンク

・チーム力の向上（個人レースではない）

・システムの更なる進化

4. 今後の取り組み
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スマート農業とは、ロボット技術や情報通信技術(ICT)を活用して、省力化・精密化や高品質生産を実
現する等を推進している新たな農業のことです。

日本の農業の現場では、依然として人手に頼る作業や熟練者でなければできない作業が多く、省力化、
人手の確保、負担の軽減が重要な課題となっています。（後略）

5. スマート農業とは
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農水省HPより

スマート農業とは、他の製造業と同様にデータに基づいた考えやカイゼン活動の取り組み
によって、従来の家族経営における阿吽の呼吸や篤農家の暗黙知から脱却して、生産性や
品質の向上を目指す農業のことです。

当面、施設園芸は労働集約の状態が継続します。スマート農業の取り組みによって、省力
化、省人化、一定の品質、一定の生産性が見込まれます。たとえ熟練者でない経験の浅い
作業者であっても、つつがなく、そして粛々と気持ちよく効率的に作業が進むことでしょう
。

その前に（現場での定義づけ）

・ユニバーサルフォントの使用

・行や文字の色分け

・タッチパネルの活用

・指示の明文化、定量化（作業手順書による作業と目安時間の定義づけ）

・口頭ではなく、文書で共有

・適期的な面談（目標設定と評価）

・目標の共有、結果の共有

・改善提案

こんな取り組みも



最後までご清聴頂き
ありがとうございます。

質問やご意見をお待ちしてます。
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